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三ツ星学園 ３ 年生

市
いちかわ

川 悠
ゆう

莉
り

 さ ん

　 ６ 月に自分たち で植えた稲がこ んなに大き く 成長
し ていて嬉し いです。 収穫が楽し みになり まし た。
　 毎日食べている お米が、 こ のよう に誰かの苦労が
あっ て作ら れているこ と を 知り 、 あり がたいなと 思
いまし た。

中
なかざわ

澤 莊
そう

也
や

 さ ん

地名地区　 講師

　 稲作は1 0 年以上、 小学生向けの体験は６ から ７
年ほど やっ て いま す。 品種は「 あいち のかおり 」、
完全無農薬で栽培し ている ので害虫や病気対策は欠
かせません。 田んぼの周り の「 あぜ」 は、 害虫が発
生する 原因と なるため、 定期的な除草作業が必要と
なり ます。 し かし 、 除草剤を 使う と 稲にも 影響が出
る ので、 手作業で刈り 取り ます。
　 児童が作っ たお米は、 1 0 月から 1 1 月頃に収穫体
験を 行い、 精米後、 学校へ配布する 予定です。

　
三
ツ
星
学
園
の
３
年
生
が
、

７
月
５
日
（
金
）
地
名
地
区
で

田
ん
ぼ
の
草
取
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
町
の
出
前
講
座

の
一
環
と
し
て
、
一
般
社
団
法

人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
の
稲
作

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
班
が
行
っ

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
三
ツ
星

学
園
３
年
生
と
光
の
森
学
園
４

年
生
、
５
年
生
が
田
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回

は
自
分
た
ち
が
植
え
た
稲
の
周

辺
に
生
え
た
雑
草
や
藻
な
ど
を

取
り
除
く
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
取
組
で
は
、
田
植
え

か
ら
収
穫
ま
で
の
過
程
を
児
童

が
体
験
す
る
こ
と
で
、
お
米
が

で
き
る
ま
で
の
流
れ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
、
講
師
の
中
澤
莊
也

さ
ん
（
地
名
区
）
か
ら
雑
草
の

見
分
け
方
と
取
り
除
き
方
の
説

明
を
受
け
た
児
童
は
、
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
バ
ケ
ツ

い
っ
ぱ
い
に
雑
草
を
抜
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
モ
リ
や
ト
ン

ボ
な
ど
の
生
き
物
を
捕
ま
え
て

観
察
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

１ _ 講師の中澤さ んから 説明を受ける。 ２ _ グループに分かれて田んぼの雑草を抜く 。

３ _ 集めた雑草はバケツに。 ４ _ 田んぼに住むさ まざまな生き物を見つけては捕まえて観察する。
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